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要 旨 18歳人口の減少や大学志向の影響により，岡山医療センター附属岡山看護助産学校
（本校）においては，量的・質的，両面からの学生確保が年々困難となっている．加

えて，2020年からの新型コロナウイルス感染症の感染拡大により教育現場にも混乱が生じ，学校
運営において重要である学生確保のための学生募集活動も大きな影響を受けた．
　このような状況の中で，2022年度の高校教諭を対象とした学校説明会（以下，学校説明会）を
web開催した．その中で，高校の教諭と卒業生である本校の学生とをつなぐこと，個を重視した
学生募集活動を実施することの重要性に気づいた．
　学生募集活動は，本校の受験を志望する方々や高校教諭との出会いであり，本校を知ってもら
うチャンスである．本校を知り本校のことが記憶に残り続けるよう，つながるかかわりを実施し，
受験へつなぐ．つまり，出願という意思決定に至る取り組みが必要だと考え，できることから始
めてみた．
　進学ガイダンスやオープンスクールに参加してくれた高校生，オープンスクールに応募したが
当日欠席した高校生 1 人ひとりにはがきを送付した．その後，期間を少しあけて，学校の取り組
みや，本校の在学生であり参加した高校生の先輩からのメッセージを送付し，本校とつながりが
持てるよう取り組んでみた．高校訪問では，本校の教育や入試の概要をお伝えするのみではなく，
高校側の状況把握や学生募集活動に対する希望を伺うことに重点を置いた．
　その結果，学校説明会については高校個別の対応の必要性，進路相談については，対象者 1 人
ひとりの疑問が解決して本校への受験につながるような取り組みの必要性に気づくことができ
た．さらに，在校生との対話により，改めて日々の教育を懸命に実施することが重要になると感
じた．「個をとらえてつなぐこと，つながること」を視点とした学生確保への取り組みの課題を
明確にすることができた．
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は じ め に

　少子化の動きの中で18歳人口の減少はとどまるこ
となく，また，大学志向の傾向が高まる中で，国立
病院機構岡山医療センター附属岡山看護助産学校

（本校）は学生確保において苦労している状況である．
加えて2020年から新型コロナウイルス感染症が猛威
を振るい，学生募集活動を阻んでいることは否めな
い．このような状況の中で，学生募集活動に関する
業者や高校が主催する進学ガイダンスへの参加，高
校訪問，学校説明会，オープンスクールの開催など，
方法を見直しながら取り組んでいるところである．
　2022年度の学校説明会はwebで開催した．その中
で，高校の教諭と高校の卒業生である本校の学生と
の交流会を実施したところ高評価をいただき，高校
の教諭と送り出した卒業生をつなぐことの重要性に
気づき，今まで個を重視した学生募集活動ができて
いなかったことを振り返った．
　この経験をもとに，今，本校においてどのような
学生確保への取り組みが必要なのか，検討して新し
く始めた取り組み，今後の課題について述べる．

岡山医療センターおよび岡山医療センター附属
岡山看護助産学校の概要

　本校の母体病院である国立病院機構岡山医療セン
ターは，1991年に先進国では初めてユニセフから「赤
ちゃんにやさしい病院」の認定を受け，母乳育児成
功のための10カ条を実践している．病床数609床，

34診療科を有し，「今，あなたに，信頼される病院」
を理念として，総合周産期母子医療センター，がん
ゲノム診療連携病院，地域がん診療連携拠点病院，
地域災害拠点病院，原子力災害拠点病院，地域医療
支援病院の指定を受け，岡山県南東部の基幹病院と
して地域医療を支える役割を担っている．
　本校は，戦後，全国の 3 カ所に開設された看護教
育のモデルスクールの 1 つとして，1948年に開設し
た．名称変更や統合を経て，2007年には看護学科
120名定員の大型校として，2011年には20名定員の
助産学科を開設し，博愛・叡智・自律の 3 つを教育
理念の柱として，看護及び助産の実践者を育成して
いる．しかし，少子化の影響，18歳人口の減少から
学生確保や臨地での実習に困難を生じ始め，2019年
4 月に助産学科 1 学年定員を20名から16名に，2021
年 4 月に看護学科 1 学年定員を120名から80名に減
員し学校運営を行っている．

学校運営に影響を及ぼす外部環境

　岡山県における18歳人口の推移予測 1 ）では，岡
山県は減少数が多いといわれており，2021年の
18,000人台から2033年には15,000人台に減少すると
予測されている（図 1 ）．また，岡山県内の進学率
の推移 2 ）では，大学進学率は年々増加傾向にあり，
2021年は49.5％で前年比較2.1％の増加となってい
る．一方，看護系を含む専門学校への進学率は，年
によって変動があり，2021年は18.5%で前年比較
0.5％の増加にとどまっている．

図 1　岡山県の18歳人口の推移予測
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　2025年の岡山県の看護職員需給推計 3 ）は，シナ
リ オ ① の 場 合 は101.5 ％， シ ナ リ オ ② の 場 合 は
100.6％と，100％を超える推計となっている．しか
し，第 8 次岡山県保健医療計画 4 ）では，本校の所
在する県南東部と真庭を除く保健医療圏において
は，岡山県の人口10万対の看護師数を下回っており，
看護職員の確保が課題とされている．
　岡山県内の看護師養成機関は，大学 6 校，短期大
学 1 校， 3 年課程養成所12校， 5 年一貫校 5 校，統
合カリキュラム 1 校， 2 年課程看護師養成所 1 校で
ある（図 2 ）．本校が所在する県南東部には，病院
附属の看護師養成機関として大学が 1 校，短期大学
が 1 校， 3 年課程看護師養成所が本校を含めて 4 校
ある．また，本校よりも授業料が安価な 3 年課程看
護師養成所は 6 校ある．国立病院機構の附属養成所
の強みである「病院に附属している」こと，「授業
料が安価である」ことは通用せず，学生確保に影響
を及ぼしている．

コロナ禍における学生募集活動での気づき

　2020年から新型コロナウイルス感染症の感染拡大
により，学生募集活動は中止や方法変更を余儀なく
されてきた．このような状況の中で，本校は2022年
度の学校説明会をオンラインで実施した．内容の工

夫としては，高校教諭と各校の卒業生，つまり，本
校の入学生との交流を図ってみた．高校教諭は，「元
気にしているの」「入学してよかったことは何．大
変なことは」「高校の受験対策は役に立ったかな」「後
輩に一言お願いします」と，嬉しそうに声をかけて
いた．学生は，専門的な講義や技術教育，親身な指
導を入学してよかったこととして捉えており，授業
時間の長さや試験の多さは大変だが，夢は叶

かな

うので
あきらめないでと後輩に伝えてほしいと話してい
た．このやり取りを見る中で，高校教諭と卒業生で
ある本校の入学生をつなぐことの大切さを改めて感
じた．また，今までの学生募集活動は，本校主体で
実施してきたのではないか，むしろ本校の受験を志
望する学生や受験を志望する学生を送り出す側主体
の，個に目を向ける視点での学生募集活動が必要で
はないかと気づいた．

学生確保への取り組みに対する考え方

　学生募集活動での気づきをもとに，本校の学生募
集活動の見直しについて検討を始めた．教職員間で
の意見交換や学生募集活動に関するwebセミナー

（ベネッセグループ株式会社進研アド，株式会社さ
んぽう×株式会社Doorkel）を受講する中で，受験
を志望する方々が，その気持ちを維持した状態で出

図 2　岡山県内の看護師養成機関（大学・短期大学，看護師養成所 3年課程）
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願できるようアプローチすることが必要だと学ん
だ．学生募集活動は受験生や高校教諭との出会いで
あり，本校を知ってもらうチャンスである．本校を
知ってもらい，本校のことが記憶に残り続けるよう，
つながるかかわりを実施し，受験へつなぐ，つまり，
出願という意思決定に至るような取り組みが必要だ
と考えた．

個をとらえてつなぐこと，つながること

　2022度の学生募集活動はすでに進めている状況で
あったが，「個をとらえてつなぐこと，つながること」
を視点とした，今できる学生募集活動を考え取り組
んでみた．
　長尾ら 5 ）は，学校見学会参加前後の参加者の受
験意思について，参加後のほうが高くなっているこ
とを示している．本校においても，ガイダンスやオー
プンスクールに参加してくれた高校生の受験意思を
高くつなぎとめるために，高校生 1 人ひとりに，お
礼と質問への個別対応をする旨を記載したはがきを
送付した．また，オープンスクールに応募したが当
日欠席した高校生にも，同様にはがきを送付した．
その後，期間を少しあけて，学校の取り組みや，本
校の在学生であり参加した高校生の高校の先輩から
のメッセージを送付し，本校とつながりが継続して
持てるよう取り組んでみた．
　高校訪問では，本校の教育や入試の概要をお伝え
するのみではなく，高校側の状況把握や学生募集活
動に対する希望等を伺うことに重点を置いた．その
結果，各校の進路指導の時期に合わせた訪問計画が
重要であり，夏の時期に実施しているオープンス
クールでは，高校のクラブ活動で参加できない学生
がいることがわかってきた．学校生活における経費
の詳細な説明の希望や，本校の入試の受験科目と高
校のカリキュラム，加えて生徒の学力と照らし合わ
せながら，受験する看護学校や入試区分を慎重に決
定している話も伺えた．
　一方，本校の 1 学年定員を120名から80名に減員
したことは，高校側にとって，受験しても合格しに
くいイメージを植え付けてしまい，定員減は受験控
えにつながっていることが明確となった．
　学校説明会については，参加した高校教諭へのア
ンケート結果から，高校教諭が卒業生との交流を持
つ場を設定することは継続していく必要があると感
じた．また，実施方法については，学校に参集して

の説明希望，webでの説明希望と高校によって違い
があり，授業や業務に応じての開催の時間帯の希望
もあり，効果的な進路指導をしていただくためには
高校個々への対応の必要性が明確となった．
　進路相談は，個とつながる重要なチャンスである．
2022年度の相談内容としては，学習についていける
のか不安という意見が目立ったため，教育内容に加
え，講義や実習における教職員等のサポートの状況
について，詳細に説明する必要があると感じた．ま
た，看護学校に入学するためには，どのような高校
を選べばいいのかという中学生からの問い合わせ，
学業と生活の両立に関する社会人からの問い合わせ
があるため，オープンスクールの時の実施に加え，
随時，来校・電話・メールで進路相談に対応し， 1
人ひとりと対話することが必要であると感じた．
　さらに，兄，姉，親戚，高校の先輩が本校に在学
している，母体病院に勤務しているなど，本校や母
体病院と関連を持っている在学生に，本校を選び受
験した経緯などを聞いてみた．その結果，母体病院
の医療・看護への興味，母体病院の医師や看護師か
ら講義が受けられる，学校の設備や実習教育が充実
している，教職員が熱心に指導してくれるなど，個
から個へよい情報が伝わり，受験，入学につながっ
ていることがわかった．受験から入学への連鎖を引
き起こすためは，改めて，日々の教育を懸命に実施
することが重要だと感じた．

今後の課題

　まず，本校への興味・関心を持ってもらうために，
どんな学校なのだろう，学校を見てみたいと思って
もらえる，その入り口となるホームページの改革に
取り組みたい．
　進学ガイダンスやオープンスクールにおいては，
一方的に説明するのみではなく，参加者 1 人ひとり
が知りたいこと，解決したい疑問を考慮しながら進
め，参加することで想像以上だったと感じてもらい，
疑問が解決したと思ってもらえるような内容や方法
に変更していく．また，受験を目指す高校生は，進
学ガイダンスへの参加後に，オープンスクールにも
参加する． 1 年次， 2 年次， 3 年次と，何度も進学
ガイダンスやオープンスクールに参加する状況があ
る．したがって，新たな発見ができるような内容・
方法に変更し，加えて中学生対象，社会人対象のオー
プンスクールも検討していく．
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　学校説明会は，高校教諭対象はもとより，保護者
対象も検討していく．
　さらに，個々への継続した学校の情報提供におい
ては，個人情報の活用の許可を得た上で，メールや
LINEを活用して学校から個へアプローチができれ
ばと考えている．

お わ り に

　第76回国立病院総合医学会のシンポジウムでの発
表後，推薦入試，社会人入試，一般入試を終えたが，
受験生の減少は継続している．しかし，受験生から，

「オープンスクールに参加した後，お礼のおはがき
をいただいたので，受験しました」という声を聞く
ことができた．さまざまな情報通信技術を効果的に
活用できる時代ではあるが，人の心をつかみ人の心
を動かす学生募集活動への取り組みを忘れてはなら
ないと考える．
　本校の存在を知り，忘れず，出願まで継続した思
いを持って本校を選んでもらえるよう，「個をとら
えてつなぐこと，つながること」を実践し， 1 人で
も多くの学生を確保できるよう努力していく．

〈本論文は第76回国立病院総合医学会シンポジウム

「受験生から選ばれる看護学校になるためのアイ
ディア募集」において「学生確保への取り組み　－
個をとらえてつなぐこと，つながること－」として
発表した内容に加筆したものである．〉

　利益相反自己申告：申告すべきものなし
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